




  Cet article traite dʼune étude comparative du discours sur la puériculture en France et au 
Japon. Nous nous sommes inspirés du contenu de plusieurs articles et publicités provenant de 
magazines français et japonais pour en faire une analyse poussée et caractéristique. Après en 
avoir déterminé des pourcentages de fréquence dans les discours, nous avons essayé de faire 
une analyse implicite. Nous nous sommes également penchés sur dʼautres valeurs, parfois des 
idées reçues, sur lʼéducation des jeunes enfants, propagées le plus souvent insidieusement 
















































10 月～12 月印刷証明付き 1 号あたりの平均発行部数 107,9331）），フランスでは Parents（UNI 
Médias 発行，2018 年 1～12 月の 1 号あたりの平均印刷発行部数 187,7922））を用い，それぞれ




要テーマについての情報提供を主たる機能としている」とされる。2019 年 5 月号の目次（p. 2）




雑誌 Parents は，雑誌の定期購読ページ 3） に，« N˚1 de la presse parentale depuis 49 ans, Parents 
vous offre un magazine vivant, pratique, joyeux, déculpabilisant, décomplexé, actuel et connecté. 
Parents est la REFERENCE pour vous accompagner des premiers mois de votre grossesse 
aux premiers pas de votre enfant et jusqu’à 6 ans. » （49 年前から No. 1 の育児雑誌である
Parents は，活気があり，実用的で，楽しく，罪悪感から解放し，気持ちを楽にし，現代的で，
結びつける雑誌をあなたに提供します。Parents はあなたの妊娠初期からあなたのお子さんの
初めの一歩，さらに 6 歳まで付き添う参考文献です）としている 4）。『ひよこクラブ』は 0～2 歳










「舞台装置」 5） 「エートス」 6） 等の概念を用い，人称にも注意しながら分析を行う。
　本稿では，今回は，特に一冊の誌面・記事構成の日仏での違いに注目し，また，細かく言説分














表 2：Parents 記事内容別比率（総ページ数：168 ページ）
18 日仏育児言説比較
表 3：『ひよこクラブ』と Parents のページ比率比較（比率の高い方が太字）



































齢が示されている点が挙げられる。特に，「赤ちゃん 35 人のすくすく成長日記」（pp. 110-129）




子が多く取り上げられている。またこれに続くページ（pp. 131-132）には，「11 月生まれちゃん 










詰＆冷凍食品＆あるある食材でラク離乳食」）（とじ込み付録 pp. 1-16）でも同様で，「5，6 カ月
ごろ」「7，8 カ月ごろ」「9～11 カ月ごろ」「1 才～1 才 6 カ月ごろ」と細かく区分され掲載されて
いた。「昼おっぱい・夜おっぱいの飲ませ方＆減らし方」（pp. 62-69）の記事でも「0 カ月ごろ」
「1～2 カ月ごろ」「3～4 カ月ごろ」「5～6 カ月ごろ」「7～8 カ月ごろ」「9～11 カ月ごろ」「1～2 才




（Avantages 発行）という雑誌の 2016 年分も分析した 8）。その結果，日本の雑誌『Baby-mo』で
も『ひよこクラブ』と同様に，「赤ちゃんの 2 年間をサポート！成長ダイアリー」として，新生






































おしゃれママ 3 人の息抜き生活見～せて（p. 44）
4.2.2　フランス的な育児言説
　フランスの雑誌 Parents では，ポジティブな発話が特徴的であった。当該号の特集は
« COMMENT RENDRE SES ENFANTS HEUREUX »（どうやって子どもたちを幸せにするか）
（p. 58）という記事タイトルで，« éducation bienveillante »（好意的教育），« éducation positive »
（ポジティブ教育）と呼ばれるこの考え方は他の号でもしばしば取り上げられていた。これ以外
にも，忙しい日常生活でありながらもポジティブに乗り越えようとする発話として « KIT DE 
SURVIE DES PARENTS AU QUOTIDIEN »（両親の日々サバイバル・キット）（p. 109），12 月号
は，パーティーシーズンであるため，« Système D. 7 astuces pour se simplifier les fêtes »（うま
く切り抜ける方法。パーティーを簡単にするための 7 つの工夫）（p. 142）等が観察された。
　その他，フランスの雑誌 Parents の特徴としては，以下の下線部のような主語 « je »（私）や
その所有形 « mon，ma »（私の），目的語 « me（m’） »（私を）といった発話主体を示す言語学
的特徴が多く見られた（下線強調は筆者）。
MON BÉBÉ（私の赤ちゃん）（p. 42，p. 54，p. 80，p. 82，p. 86）
MA TRIBU（私の仲間）（p. 120，p. 127，p. 131，p. 132，p. 134，p. 142，p. 144，p. 148）
MON HISTOIRE（私の物語）（p. 132）
Sein ou biberon ? Je veux allaiter. Je veux donner le biberon.（おっぱい，それとも哺乳瓶？ 
私は母乳をあげたい。私は哺乳瓶であげたい。）（p. 33）
Couple Comment il peut m’aider pendant 9 mois（カップル　9 カ月間彼はどのように私を助
けられるか）（p. 40）
















ることができる BabyNes というカプセルミルクである（図 2）。« LA NUTRITION NOUVELLE 
GÉNÉRATION（新世代型栄養） » と名づけられた同様の製品は日本ではまだ販売されていない。









































































7 ） 公益社団法人全国出版協会「日本の出版統計」（https://www.ajpea.or.jp/statistics/），Europe1, 
« Presse : le papier poursuit sa chute en 2017 » （https://www.europe1.fr/medias-tele/
presse-le-papier-poursuit-sa-chute-en-2017-3575087）
8 ） 『Baby-mo』の 2016 春夏号（3 月発売），2016 夏秋号（6 月発売），2016 秋冬号（9 月発売），
2016-2017 冬春号（12 月発売）と，Famili-Magicmaman（現 Magicmaman）の 2015 年 12 月～
2016 年 1 月号（nº 238），2016 年 2 月～3 月号（nº 239），2016 年 4 月～5 月号（nº 240），2016 年
6 月～7 月号（nº 241），2016 年 8 月～9 月号（nº 242），2016 年 10 月～11 月号（nº 243），2016 年
12 月～2017 年 1 月号（nº 244）。
9 ） 食品産業新聞社ニュース WEB「明治，4 月下旬から乳児用液体ミルク全国発売へ，「明治ほほえ
み らくらくミルク」，2019 年 3 月 13 日（https://www.ssnp.co.jp/news/milk/2019/03/2019-0313- 
1507-14.html）
10） 文部科学省（2017）「我が国の成長のための教育投資の充実～教育費負担軽減について」平成 29
年 3 月 13 日（https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/wg7/290313/shiryou4.
pdf）
 （上記サイトのアクセス日は全て 2019 年 4 月 13 日である）
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26 日仏育児言説比較
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